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（前略） 

さて、この２学期に幸中生に期待する姿は、命を傷つけることな

く、学習、部活動、遊び、自分の得意なことで、命を輝かせてほし

いということです。今年の２学期には、幸中の一大イベントである

「幸中祭」に加えて、以前、池田先生から紹介のあった「研究発表

会」という多くの先生方が幸中生の授業を観に来られる、大変大き

な行事が１０月２８日【１０．２８】にあります。【１０．２８】は

ゴールではありません。一つの通過点です。ですが【１０．２８】

は、幸中生が命を輝かせて授業や合唱に取り組んでいる姿を広める

ことのできる大チャンスです。そう捉えて先生たちは、みなさんが

取り組む授業のことを夏休み中もずーっと考え続けていました。 

そして、先輩たちが長い年月をかけて築き上げてきた「みんなで

一つのものを創り上げる」という幸田中の伝統も含めて、今年、開

校８０周年を迎える幸田中そのものを示す機会でもあります。今、

ここにいるみなさん、今年のこのメンバーの姿から「幸中、いいな

あ。幸中生、がんばっているなぁ。」と感じてもらえるような「命輝

く姿」を【１０．２８】に発信してください。 

２学期のスタートは、気持ちを切り替えて、リセットして動き出す

チャンスです。４月の入学式・始業式に伝えた、「自立すること」

「個の強さを身につけること」を意識して、授業の中で、日々の生

活の中で、一人ひとりが自

分の思いを伝えてくださ

い。そういった一人ひとり

の輝く姿が「学校全体」を

輝かせていきます。そんな

２学期にしてほしいという

願いを伝え、始業式の式辞

とします。 
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